



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いて問答していく 何と定かにいえないヒッチーに、 ﹁じゃ人間かどうかも、わかんないわけ？﹂とイズミが詰めよると、ヒッチーが﹁そいつのさ、 色は、 言えるん
だよ。 ﹂という。 ﹁色？﹂と問い返すイズミに、 ヒッ















































































































































































































































































































































































































































































































た台詞は、この場 そこに生き 個人の未来 、具体的なレベルで示唆している。あるいは、モモの﹁ つかさ、だんだん 動かなく、なっさ、
／いつかさ、
どんどん、
動かなく、
なってさ、
／いつかさ、
ぜんぜん、
動かなく、なってさ ／それで、そのまま眠っちゃうんだって。
﹂︵シー
ン
6︶、ナツキの﹁ねえ、大人になったらさ⋮⋮、／私たちも、誰かを、
殺
す
立
場
に、
な
っ
た
り
す
ん
の
か
な？﹂
︵シ
ー
ン
7︶
と
い
っ
た、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
未
来
を
想
像
す
る
台
詞
も
あ
っ
た。
も
と
よ
り、
﹃ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹄
は
い
た
ずらに楽天的な未来を夢想する作品ではない。　
となると、全ての例に共通しているのは、その時・その場所にどのよ
うな条件を課されていようと この現在の先に、未来の存在を信じること
と、
そ
の
未
来
に
お
け
る、
自
分
の
生
を
信
じ
る
こ
と
と
で
あ
る。
つ
ま
り
は、
やがて未来が訪れ、そこに自分が存在 ことを、他ならぬ現在において思い描くこと││こ こそが
﹃ブルーシート﹄が示す希望である
－81－
︵た
だ
し、
そ
れ
は﹁
11﹂
の
点
呼
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、
死
者
と
と
も
に
あ
る
希望でもある︶
。
　＂
3･
11＂
を
め
ぐ
る
芸
術
︲
演
劇
と
し
て
み
れ
ば、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
は
じ
め、
俳
優、
会
場、
製
作
過
程
等
々、
﹃ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹄
は
色
濃
く
当
事
者
性
を
まとっている。に かかわらず、上演をとりまく諸要素は、俳優／登場人物個々のごく私的なレベルまで＂
3･
11＂体験を掘りさげ、抽象化︲
再構成した﹃ブルーシート﹄
︵戯曲／上演︶へと結実することによって、
地域性や固別有性を不可分の条件としつつも普遍性を獲得した表現と化していったのだ。
註
︵
1︶ 　
後
藤
隆
基﹁震
災・
原
発
演
劇
論
の
た
め
に
│
│
2011 ﹂︵﹃ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
﹄
二
〇
一
四
・
一
二
︶、
木
村
朗
子﹁五
年
後
の
震
災
後
文
学
論
﹂︵﹃新
潮
﹄
二〇一六
・
四︶他参照。
︵
2︶ 　
い
し
い
み
ち
こ
﹁
今
、
こ
こ
、
い
わ
き
。﹂︵﹃
シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
﹄
二
〇
一
三
・
四
︶
︵
3︶ 　
注︵
2︶に同じ
︵
4︶ 　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
の
一
環
と
し
て、
﹃ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹄
は
再
演
さ
れ
た︵飴
屋
法
水
作・
演
出、
二
〇
一
五
・
一
一
・
一
四
～
一
二
・
六、
於
豊
島
区
旧
第
十
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
︶。
あ
わ
せ
て、
飴
屋
法
水﹁
﹁ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹂
再
演
の
後
で
　
震
災、
演
劇、
詩
の
言
葉
﹂︵﹃現
代
詩
手
帖
﹄
二〇一六
・
三︶参照。
︵
5︶ 　
内田洋一﹁ブルーシートの空﹂
︵﹃シアターアーツ﹄二〇一四
・
五︶
︵
6︶ 　
いとうせいこう﹁
﹃ブルーシート﹄飴屋法水著
　
その場、
その時
　
代替不能な核心﹂
︵﹃朝日新聞﹄二〇一四
・
五
・
二五︶
︵
7︶ 　
水
谷
八
也﹁二
○
一
三
年
一
月
二
十
七
日
の﹃ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹄﹂︵﹃早
稲
田現代文芸研究﹄二〇一四
・
三︶
︵
8︶ 　
注︵
5︶に同じ
︵
9︶ 　﹁福
島
の
高
校
生
と
向
き
合
い
生
ま
れ
た
戯
曲
　
岸
田
賞
受
賞
の
飴
屋
法
水
﹁ブルーシート﹂
﹂︵﹃産経新聞﹄二〇一四
・
四
・
一三︶
︵
10︶ 　
宮
沢
章
夫﹁
﹁奇
跡
﹂
を
普
遍
化
す
る
た
め
の
戯
曲
﹂︵﹁第
五
十
八
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
選
評
﹂
http://w
w
w
.hakusuisha.co.jp/files/kishida/
review
58.pdf ／最終閲覧二〇一六
・
四
・
七／以下﹁選評﹂と略記︶
︵
11︶ 　
岡田利規﹁エポック・メイキング﹂
︵﹁選評﹂前掲︶
︵
12︶ 　
柾
木
博
行﹁
﹃ブ
ル
ー
シ
ー
ト
﹄
解
説
﹂︵﹃シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
﹄
二〇一三
・
四︶
︵
13︶ 　
野田秀樹﹁トンビとの交信﹂
︵﹁選評﹂前掲︶
︵
14︶ 　
ケラリーノ・サンドロヴィッチ﹁ブラックよりブルーな、演劇の
力。
﹂︵﹁選評﹂前掲︶
︵
15︶ 　
松田正隆﹁物語世界への導きになるなかれ﹂
︵﹁選評﹂前掲︶
︵
16︶注︵
11︶に同じ
︵
17︶注︵
10︶に同じ
︵
18︶ 　
拙
著
﹃
平
田
オ
リ
ザ
　︿
静
か
な
演
劇
﹀
と
い
う
方
法
﹄︵
彩
流
社
、
二
〇
一
五
︶ 
参照。
︵
19︶注︵
7︶に同じ
︵
20︶注︵
14︶に同じ
※引用は、
飴屋法水﹃ブルーシート﹄
︵白水社、
二〇一四︶による。また、
貴重な舞台写真については、福島県立いわき総合高等学校・齋藤夏菜子先生のお手を煩わせ、飴屋法水氏の
ご配慮を賜りました。この場を借り
まして、御礼申し上げます。
︵まつもとかつや、神奈川大学准教授、日本学研究所特任研究員︶
